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2026 年６月期第 2 四半期（中間期）の連結業績予想と実績の差異および 
2026 年６月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
2025 年８月７日に公表いたしました 2026 年６月期 第２四半期（中間期）の連結業績予想（2025

年７月１日～2025 年 12 月 31 日）と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたしま

す。 
併せて、最近の業績の動向等を踏まえ、2026 年６月期の通期連結業績予想（2025 年７月１日～

2026 年６月 30 日）を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１．2026 年６月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績の差異等について 

2026 年６月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値の差異（2025 年 7 月 1 日～2025 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社に帰

属する 
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（A） 9,700 880 800 540 25.43 
実績値（B） 9,777 583 328 268 12.69 
増減額（B－A） 77 △296 △471 △271  

増減率（％） 0.8 △33.7 △59.0 △50.3  

 
２．2026 年６月期通期連結業績予想の修正について 

2026 年６月期 通期連結業績予想の修正（2025 年 7 月 1 日～2026 年６月 30 日） 

上 場 会 社 名 株 式 会 社 エ フ オ ン 
代 表 者 名 代 表 取 締 役   島 﨑 知 格 

 （コード番号：9514 東証スタンダード） 
問 合 せ 先 常 務 取 締 役    ⼩ 池 久 ⼠ 

 （ＴＥＬ：03-4500-6450） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社に帰

属する 
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（A） 19,500 1,760 1,600 1,070 50.39 
今回発表予想（B） 19,500 1,400 900 630 29.78 
増減額（B－A） 0 △360 △700 △440  

増減率（％） 0 △20.5 △43.8 △41.1  

（ご参考）前期実績 
（2025 年 6 月期） 

17,599 1,320 1,103 706 33.26 



 
 
３．差異および修正の理由 

当第２四半期（中間期）累計期間の連結売上高については、省エネルギー支援サービス事業に

おいて新規受注案件が完工検収となったこと、電力小売事業において 2025 年 10 月から電力供給

を開始する契約獲得が一定程度達成できたこと。また、グリーンエナジー事業においては木質バ

イオマス発電事業の電力売上高や原木販売の売上高が想定値からは乖離したものの、全体として

計画通り推移する結果となりました。 
通期の連結売上高に関しましては、現況の事業環境から各セグメントの事業状況が想定する計

画値を大幅に毀損する事象が見込まれないことから計画値を据え置くことといたしました。 
連結営業利益、連結経常利益については、グリーンエナジー事業の木質バイオマス発電事業の

燃料チップ調達において流通する未利用木質チップの調達量が各地区で不安定に推移している

こと、各発電所のメンテナンス費用及び灰処理費用、山林事業の施業外部委託や運賃に係る費用

が想定値を上回る状況が継続していることから原価の増加要因に、電力小売事業の契約獲得拡大

に伴う売上利益増加要因を加味したうえで各利益水準を修正することといたしました。 
通期連結業績予想に関しましては、これらの原価増加の要因及び対策を踏まえ実現可能な施策

をもとに業績の大幅な減少を見込む結果となりました。 
親会社に帰属する当期純利益については、経常利益の減少が未達の主因であります。 
以上の第２四半期（中間期）の業績推移から、「2026 年６月期通期連結業績予想」を下方修

正しております。 

 
※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報お

よび合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく

異なる可能性があります。 

 
 

以 上 
 


